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は じ め に

このたび、平成２４年度から１０年間の市政運営の基本方針となる「千葉市新

基本計画」に基づき、今後３年間の具体的な取組みを「第１次実施計画」として

策定しました。

実施計画は、人口減少や少子超高齢化など社会構造の大きな転換点を迎える中、

直面する課題をしっかり受け止め、未来を見据えたまちづくりを円滑に始動し、

推進できるよう、重点的、優先的に取り組むべき施策を総合的に展開するための

計画です。

この計画では、「市民一人ひとりから始まるまちづくり」の視点に立って、市民や

団体、企業など様々な主体と行政がまちづくりの目的を共有し、それぞれの適性・

役割に応じた取組みを継続的に進めるとともに、これまで以上に相互の連携を

強化し、ともに担い手となってまちづくりを進めることとし、そのような事業を

積極的に取り入れております。

また、限られた財源のもとで効果的な施策を展開するため、中長期的な視点に

立った事業の見直しや現時点の投資が将来にわたって縮減効果を発揮する取組み

など、行財政改革の取組みを位置付けるとともに、今後見直しを進める取組みに

ついて初めて掲載しました。

さらに、将来にわたり持続可能で魅力と活力にあふれるまちづくりを進めるため、

超高齢化への対応や子育て支援・教育施策の充実、地域経済の活性化など、未来に

向け活力を生む取組みを位置付けております。

今後、新基本計画に掲げる３つの「実現すべきまちの個性」（「未来をつくる人材

が育つまち」、「みんなの力で支えあうまち」、「訪れてみたい・住んでみたいまち」）

の実現を目指し、皆様のご協力・ご参画のもと、この計画を着実に推進してまいり

ます。

なお、この計画の策定にあたり、市議会をはじめ市民の皆様から、多くのご意見・

ご提案をいただきましたことに、心から感謝申しあげます。

平成２４年３月

千葉市長 熊 谷 俊 人
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